地域密着型サービス運営推進会議記録（第３回）


	施設名
	グループホーム高砂

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	[bookmark: _GoBack]令和6年9月17日　　　10時30分～11時30分

	会場
	１階　元気　リハビリ室

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	１人

	
	地域住民代表
	0人

	
	有識者
	0人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	１人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	１、施設状況について
男性4名、女性14名　計18名、平均介護度2.6　　
8月5日～要介護2の男性が入居される。
8月20日　入院の為、要介護2の女性が退所される。
8月27日～要介護4の男性が入居される。
9月13日～要介護2の女性が入居される。
２、入所者状況について
連日の猛暑であり、入所者様には水分補給や空調の調整、適宜な休息など
十分な配慮をさせていただいている。
水分摂取を嫌がる入所者もおられ、スポーツドリンクを水で薄めたり、
麦茶に少し砂糖を入れたり、ゼリー飲料を飲用してもらったりと、試行錯
誤を繰り返している。
面会については、同法人内の事業所とも情報交換をしながらではあるが、
居室内ではなく、エレベーターホール前での面会を継続している。
３、行事報告について
　7月30日　　　　お誕生会
　8月17日　　　　お誕生会
　8月19日　　　　おやつ作り（夏祭りの雰囲気を味わってもらう為、
　　　　　　　　　　　　　　　職員と一緒にたこやき・綿菓子を作って
　　　　　　　　　　　　　　　もらう）

４、職員研修報告　
　7月の勉強会　　「水分補給の重要性、熱中症について」
　8月の勉強会　　「権利擁護について」
　　　　　　　　　　身体拘束等勉強会
５、感染症について
　現在のところ、感染症罹患者なしであるが、面会については居室内ではな
　く、エレベーターホール前で行っている。
　新規入所者様には、入所日に１階事務所で検温・抗原検査を実施している
　（以前に在宅からの入所者様が、昼食後の検温で熱発があり、すぐ医療機
　関受診。コロナ陽性が判明し、その後、入所者様3名・職員5名が罹患す
　る事例あり）
　持病がある高齢者ばかりであり、コロナ罹患後、体調を崩し入院され、
　当ホームで生活できるレベルまで体調が戻らず退所された入所者様もおら
　れる。ベッド上で過ごす時間が増え、活動量の低下からＡＤＬも低下して
　しまい、コロナ罹患後、居室のベッドで休んでいる時間が増え、認知症状
　も進んでいる。
　ウイルスは目に見えないモノであり、いつ、どこで、誰が持ち込んで来る
　か分らないが、感染拡大を最小限に抑えるために、標準予防策を前提とし
　ながら、当ホームにあった感染対策の実践を考えていきたい。


　　高齢者お世話センター様より、面会に関しては、最終、管理者が決めて
　いいと思いますよ、との助言を頂く。また、市職員様より、阿南市内の
　グループホームの連絡会があれば、共通の問題点や相談もできるのでは?
　との助言を頂く。

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	

	
	

	
	



